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ことを目的に、2002 年に設立された機関である。18 の科目（正課）および 32 のボランティアプロ
ジェクト（課外）を運営し、年間に約 1 万 5000 人の学生が事業に参加している。その WAVOC は、
震災以降、のべ 1263 名の学生および教職員のボランティアを復興支援として被災地に送り出してき





















図１ 早稲田大学の復興支援  
 ∗早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター；The Hirayama Ikuo Volunteer Center, Waseda University 
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表 1 2011 年度前期（4月 1日～9月 30日）の活動派遣一覧 
人数合計 
 NO 便名 日付 
1263 
1 石巻先遣隊 4/11-4/12 28 
2 石巻第 1便 4/21-4/22 48 
3 石巻第 2便 4/25-4/26 51 
4 石巻第 3便 4/27-4/28 55 
5 田野畑先遣隊 4/21-4/25 7 
6 田野畑便 4/29-5/5 33 
7 栃木県益子町 5/28-5/29 13 
8 気仙沼第 1便 5/27-5/29 19 
9 気仙沼第 2便 6/3-6/5 33 
10 気仙沼第 3便 6/10-6/12 57 
11 気仙沼第 4便 6/17-6/19 63 
12 気仙沼第 5便 6/24-6/26 57 
13 宮古第 1便 7/1-7/3 31 
14 大槌第 1便 7/8-7/10 59 
15 夏休み第 1便(陸前高田） 8/22-8/24 36 
16 夏休み第 2便（陸前高田） 8/29-8/31 40 
17 夏休み第 3便（大槌） 9/9-9/11 27 
泥かき・がれき拾い 
18 夏休み第 4便（陸前高田） 9/16-9/18 81 
イベント 19-22 石巻、名取など計 4便  117 
スポーツ 23-28 レスリング、柔道など計 6便  137 



























































 特集：東日本大震災と NGO／ボランティア・セクター 















の過去 10 年間の学生ボランティア支援の経験を凝縮した成果といえる（図 2）。 
３．まず、石巻へ 












が必要である。被災した学生や校友は被災 3 県に広くいる。その中で、なぜ石巻なのか？ 正直な
ところ先の見通しは立っていなかったが、「情報を入手しやすい石巻で WAVOC 独自の支援モデル
を作り、さらに他の被災地に展開する」という位置づけで、先遣隊の派遣が決まった。 
震災からちょうど一ヵ月後の 4 月 11 日、学生 22 名と引率教職員 6 名の計 28 名を乗せた大型バス
が大学を出発した。深夜に出発、翌日の日中に作業をして、夕方帰路につき、その日の終電に間に
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石巻の先遣隊を皮切りに 4 月中に計 4 便のボランティアバスを派遣しつつ、そして同時に「派遣
を支える体制づくり」が進められた。既存の WAVOC スタッフ（教員 4 名、専任職員 3 名）が従来
















ることは、学内でも理解を得やすいだろうと考え、このハガキを 1 枚 1 枚確認する作業を WAVOC
スタッフでおこなった。そして、「ワセダ学生ボランティアの派遣待つ！！」とのメッセージを記し
 
46 国際地域学研究 第 15 号 2012 年 3 月 
た宮城県気仙沼市の校友に連絡を取り、ボランティア受入れをアレンジいただいた。この協力によ




























ムが 5－15 人ほどの学生であったのに、泥かきボランティアでは、30 人から多いときには 60 人以
上になる。これでは、教員が丁寧な指導をするのが難しい。また、大人数を集めることを優先する
と、必然的に初めての参加者を多数受け入れることになり、リピーターは少ない。そのため、互い
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体制を固めた。そして、6－8 月はとにかく疾走期で、多くのボランティアを送り出し、のべ 1263
名を派遣することができた。この間、大きな事故がなく活動できたことは、教職員の努力はもちろ







 1）WAVOC としての震災前からあった唯一の被災地のつては、WAVOC ボランティアプロジェクト「思惟の森育林」
の活動地である岩手県田野畑村だった。50 年前から早稲田大学が森林保全活動を実施してきた村であるが、震災
と津波によって 31 名の死者行方不明者が出た（2011 年 9 月 11 日時点）。真っ先に震災ボランティアの派遣候補地
になったが、現地の混乱が激しく「東京からのボランティアを受け入れる状況ではない」との回答だったため、3









 5）民間 NGO との比較では、WAVOC は「機動性が低かった」が、大学に設置されたボランティアセンターの中で
は「いち早く動いた」と見ることも可能である。 
 6）本論では記しきれなかった教職員の詳細な動きに関しては、岩井（2012）を参照いただきたい。 
 7）校正を行っている現時点（2012 年 1 月）では、WAVOC は、①岩手県遠野市を拠点とする特定非営利活動法人
遠野まごころネットへの定期的なボランティア派遣、②宮城県気仙沼市社会福祉協議会と連携した仮設住宅での
お茶っこ飲み会の開催、の二つの活動を軸にしている。2011 年 12 月末時点での派遣総数は 1660 名である。 
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Responding to Tohoku Earthquake and Tsunami on March 11, the Hirayama Ikuo Volunteer Center of Waseda University 
(WAVOC) has sent 1,263 student volunteers to the affected areas in the first six months. Although WAVOC is not emergency 
relief organization, it has rapidly developed a pattern of sending students; they arrive on overnightbus in the affected areas, 
scrape sludge and  clean away rubble until evening, and come back to Tokyo on overnightbus again. A new employed 
volunteer coordinator, some staff in other sections of the university, and graduates associations of Waseda have supported 
WAVOC staff in logistics. This collaboration is main key of increasing number of volunteers. 
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